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概要

1 FAPS-DBの概要の紹介
2 各サブシステムの説明

インターネットで利用する農業技術体系データベース・システム
入力用データの利用
出力データの利用

3 デモンストレーション

4 質疑応答

5 関連ツールの紹介

6 今後の情報提供，研究資源へのアクセスについて
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技術の経営的評価

LPモデル (利潤最大化問題)

max Z ＝ Σ {(p × x) ― (c × x)}
s.t.
A × x ≦ R

農業経営研究における技術の経営的評価： 数理計画モデルを用いて
技術の導入効果を算出

基礎データ： 農業日誌等の記帳，財務諸表，聞き取り，試験結果，
実測，文献，…

場面，ニーズ： プロジェクトスキームに，経営への影響評価が課さ
れることが非常に多い (近年とくにその傾向が顕著)
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農業技術体系データベース研究

開発の背景
「標準技術体系データ」データベース化

数理計画モデル分析用の利益係数，技術係数，作物別収の膨大なデー
タを DB化 (土田ら, 2000)

農作業から経営データまで総合的データベースのニーズ
新技術の導入も考慮した営農計画のためにはより詳細なデータの必
要性
作物の収量や価格，機械の能率や価格，作業時間，投入資材の量と価
格，農作業の方法
技術体系作成の前提条件の明確化，データ化

各都道府県の標準技術体系
農業地域標準技術体系 (農林水産技術会議事務局, 1966 - 1973) をも
とに各地域の諸条件をふまえた修正
行政の農業振興ビジョン，新技術普及，コンサルタント経営分析・診
断基礎資料

→ 「農業技術体系データベース」開発 (南石ら, 2003)
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農業技術体系データベース研究 (つづき)

データベース化のねらい
農業生産の投入産出関係の定量化

5W3H：地域，栽培暦，栽培方法，品目 (産出)，投入要素の種類・量・
価格

膨大な情報の取扱い煩雑性を克服
所定のフォームの提供，データ間の整合性の維持

より高度な情報利用
単なる電子化ではなく，DB化
データを整理・蓄積し，検索，共有，再利用可能性の向上へ
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はじめに

目的
FAPS-DBとは何であるか，どこで利用するか，システム全体像の概
要を理解する。

農業生産活動における情報流と FAPS-DBのデータフローの関連性
を理解する。
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FAPS-DBの構成要素

主要なもの
農業技術体系データベースを用いた営農計画支援システム FAPS-DB
とは

DSSのひとつ。農業技術体系データベースに登録データを用いて営農
指標や営農計画の作成を支援するシステム。
データベース，データ連携ツール，指標作成ツール，経営分析ソフト
ウェア等の個々のソフトウェアの総体。

農業技術体系データベース・システム (FSDBシステム)とは
インターネット上の簡単な操作で営農指標 (KPI)の算出，経営シミュ
レーションを実行できるWebアプリケーション。

農業技術体系データベース (FSDB)とは
FAPS-DBの中核となるデータベース。FSDBシステムで利用。

技術体系データ とは
データベースに登録するデータファイル。現在は生産履歴の記録など
にもとづきMS-Excelで作成。
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FAPS-DBの実装例

図 1: FAPS-DB を実装したソフトウェアの入出力画面の例。生産履歴情報 →
帳票作成 → データベース管理 → 経営シミュレーションを実行。
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データフローからみる FAPS-DBの構成

図 2: FAPS-DB(南石ら, 2007a; 佐藤・南石, 2011)全体のデータフロー。操作す
る立場は DB管理者かエンドユーザかに分かれる。システムはWebアプリと
PC用に分かれる。緑の箇所は以下のスライドで紹介。
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チュートリアル

問題
FAPS-DBの HP＜ https://fsdb.dc.affrc.go.jp/＞ へアクセス
してください

ホームページのシステム構成図でサーバ用システムと PC用システ
ムがあることを確認してください
FAPS-DBに係る一連のデータ，情報のフローを確認してください。

＜農業生産＞　→ ＜活動の記帳，ソフトウェアでの記録＞ → ＜技術
体系データ＞ → ＜ FSDB＞ → ＜ FMIGSで計算処理＞ → ＜他のシ
ステムで利用＞ → ＜営農計画，意思決定支援＞ → ＜農業生産＞ →
…
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はじめに

目的
農業技術体系データベース・システム aの構造と機能について概略
を理解する。

農業技術体系データベース・システムの操作方法を理解する。

農業技術体系データベース・システムからの出力 (画面，データファ
イル)の種類を理解する。

aFSDBシステムと記載している箇所もあります。
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農業技術体系データベース・システムとは

図 3: 農業技術体系データベース・システム (南石ら, 2007b)
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FSDBシステムのデモ (その 1)

図 4: 農業技術体系データベース・システムの入力画面の一例
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FSDBシステムのデモ (その 2)

図 5: 農業技術体系データベース・システムの試算結果の一例
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FSDBシステムのデモ (その 3)

図 6: 農業技術体系データベース・システムの詳細結果の一例
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FSDBシステムのデモ (その 4)

図 7: 農業技術体系データベース・システム分析結果ファイルのダウンロード
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チュートリアル

問題
1 FAPS-DBの HPで「農業技術体系データベース・システム」(FSDB
システム)を確認

FSDBシステムを構成する 2つのシステムは何ですか？
それぞれどのような機能がありますか？

2 FSDBシステムにアクセス
登録されている技術体系は何種類ですか？
品目の種類，対象地域はどこですか？

3 技術体系を組み合わせて営農指標の試算
任意の技術体系を (できれば複数)選択し，作付け等の規模を入力して
試算してください。

4 試算結果を確認
旬別労働時間の推移はどうなっていますか？
経営全体の収支，品目ごとの収支はどうなっていますか？

5 試算結果ファイルのダウンロード (FSDBout等で利用します。)
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その他

注意事項など
1 農業技術体系データベース・システムで試算をするためには，デー
タベースにデータが登録されている必要があります。

2 単収，価格，機械の耐用年数等主要なパラメータの値はWeb画面で
も変更できます。その他の項目は登録前のデータを変更します。

3 試算結果のダウンロードファイルは独自の分析等に利用できます。

4 営農指標は，各技術体系間で重複する農業機械については稼働時間
にもとづき重複を省いたうえで試算します。また規模の増減により
必要台数が変更になれば自動で計算結果 (固定費等)に反映されます。
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はじめに

目的
技術体系データ Excelブックに入力されるデータの種類を理解する。

データブック作成の手順，作成支援ツールを知る。

都道府県の「経営指標」データからの変換の方法を知る。
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農業技術体系データとは

農業技術体系データは，FSDBに格納されているデータファイルの
こと。

標準技術体系，経営指標，生産技術体系等と呼ばれているものと類
似の内容。

データベース化するために所定のフォーマットに整理。

FSDBとしてデータベース化することにより，データの蓄積，検索，
共有，再利用といった利便性が高まる。
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農業技術体系データの内容

図 8: 技術体系データは作物栽培様式ごとに，基本情報，技術体系情報，収支情
報，収益情報，費用情報，共通情報 (28シートの Excelブック)から構成されて
いる。
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標準技術体系の一例

図 9: 「経営指標」「生産技術体系」「標準指標」など呼び方はいろいろ。
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標準技術体系の作成状況

図 10: 掲載情報の範囲や表示形式が多様（名称，策定方法，記述方法・内容は
大きく異なる）
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農業技術体系データ作成方法

図 11: 作成準備段階，農業技術体系データベース作成段階に大別 (前山ら, 2006)
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農業技術体系データ作成の具体的な手順

図 12: 情報を階層化，細分化してデータ整理。（1）どのような技術体系を作成
するかを決定．（2）決定した技術体系を構成する作業項目ごとに，「いつ，何の
機械を使って，何時間かけて，何の資材を投入しながら作業するか」を入力．
（3）各作業で使用することとした機械・資材の費用項目，標準価格等を入力．
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チュートリアル

問題
ファイルは本研究会サイト「配付資料」にあります。(→ リンクは
こちら)

1 入力用 Excelブックを確認する
シートは何種類ありますか？
基本情報，技術体系情報，収支情報，収益情報，費用情報，共通情報
(28シートの Excelブック)の内容を確認してください。

2 入力済みサンプルデータを確認する
基本情報を確認してください。
技術体系シートの作業ごと (行方向)にどのようなデータが入力され
ているか確認してくだい。
農業機械シート，農薬シートの内容を確認してください。
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農業技術体系データの新規作成

作成方法の種類
1 技術体系データの入力フォームの利用 (松浦, 2011)

2 農作業計画や営農管理ソフトウェアに蓄積したデータの再利用： 生
産履歴データを技術体系データ形式に変換 (吉田ら, 2019)

3 都道府県「経営指標」からの変換
本稿の以下のスライドで変換方法のガイドラインを示す。しかし各機
関で類似の情報を扱っているものの機関ごとに使用データの種類，出
典，データの詳細さ (粒度)，集計方法等が異なる。そのため細部につ
いては個別の対応が必要となる。
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農業技術体系データ作成ブックについて

図 13: 農業資材、機械、施設のマスタデータを参照し、指定されたフォームに
データを入力するだけの簡易な操作で効率的に農業技術体系データを作成する
ことが可能なブック。
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経営指標から技術体系データへの変換法

変換手順のガイドライン
I. 機械・施設のマスタデータの設定

経営指標の機械施設装備の情報から技術体系データ用マスタデータ
ファイルを作成

II. 「農業技術体系データ作成ブック」によるデータ作成
1 作成ブックを開き，上記のマスタデータファイルの読み込み・反映
2 基本情報について前提条件，作業情報，機械情報，施設情報，売上情
報を順に設定

III. 農業技術体系 DB登録用データへのデータ変換
1 上記 II.で作成した品目別の「農業技術体系データブック」ファイル，
データ変換ツール「FSDB登録用ブック ver.1.2.xls」を準備する

2 FSDB登録用ブック ver.1.2.xlsの起動と技術体系データの読み込み
3 圃場占有係数の設定
4 施設シートの設定
5 その他費用の設定
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経営指標から技術体系データへの変換法 (つづき)

経営指標から技術体系データへ変換する場合のポイント
1 他県の変換方法を参考にして手順の概要を確定し，

2 自県と他県とで異なるデータ項目について変換ルールを検討，

3 自県の手順とルールをドキュメント化したうえで経営指標からの
データ変換を実施
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はじめに

目的
DB管理者の役割，管理の内容を理解する

管理操作を理解する。
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データベース管理者の役割

独自DBの利用
FSDBシステムは利用者が独自のデータベース領域を設けメンバー
を限定して利用することができます。

その場合，まず DB管理者 (あなた)は農研機構 (佐藤正衛) ＜
GijyutuTaikeiDB@ml.affrc.go.jp＞ までご連絡ください。

管理の内容
1 技術体系データの登録

2 作業ノウハウの登録

3 データベース利用メンバーの指定

4 データへのアクセス権限，パスワードの設定，変更

5 利用メンバーへのノウハウ閲覧，経営シミュレーションサービスの
通知

※ DB管理の詳細はマニュアル (佐藤ら, 2018)を参照のこと。
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FSDB管理インターフェース

図 14: 作成したデータはユーザごとに自分の DBで管理できる。
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FAPS-DB活用事例： -胆沢平野土地改良区-

胆沢平野版 技術体系DB

管内地域向けに独自の
農業技術体系データ 作
成 ，データの 確認・修
正 を繰り返し，順次，
DB登録

水稲，畑作物，野菜等
86体系 を構築し，Web
上で利用可能

圃場整備地区の 営農計
画 作成，管内農業者の
経営支援 等に活用
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チュートリアル

DB管理者による独自データベースの管理
1 「スマート農業技術の経営評価手法に関する研究会 2019」用 DB

URL https://fsdb.dc.affrc.go.jp/gijututaikei-2012-admin/

custom_managers/login

DB管理者でログイン

2 管理メニューの確認

3 データの登録
4 指定ユーザ (エンドユーザ)登録

user01を設定済み (PWは******)

5 指定ユーザへのシステムサービスの利用案内
農業経営シミュレーション
農業経営シミュレーション（経営間比較）
農作業ノウハウ閲覧サービス
農薬使用危険度推定サービス
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CMSによる作業ノウハウの管理

図 15: 作業ノウハウ体系化ツールの出
力例

ユーザは ノウハウ DB の情報を
FAPS-DBの経営シミュレーション
結果から辿って閲覧することがで
きる。
ノウハウ情報は (1)作業目的，(2)作
業ポイント，(3)基本ノウハウ，(4)
臨機応変ノウハウ，(5)その他の情
報に整理 される。ノウハウの情報は
多様 (文章，画像，動画等)で，構造
化/半構造化/非構造化データとして
CMSで管理される。(藤井ら, 2012)
農業技術体系データの積算基礎情
報，栽培指針，施肥ガイドラインな
ど 個別に提供されてきた情報を一体
的に提供可能 とする。
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Topic

1 はじめに

2 チュートリアル I： FAPS-DBシステムの概要

3 チュートリアル II：農業技術体系データベース・システム

4 チュートリアル III：技術体系データ

5 チュートリアル IV：農業技術体系データベース管理

6 チュートリアル V：FSDBout

7 おわりに
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はじめに

目的
FSDBシステムで作成した営農指標のデータファイルを利用する。

データファイルを利用するツールのひとつ FSDBoutaの機能を知る。

FSDBoutを操作するための基本知識を得る。
a本節の FSDBoutの説明は前山 (2018)から引用した。
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営農計画試算ツール FSDBoutとは

図 16: 営農計画試算ツール FSDBoutは，経営資源のうち労働力，土地，機械・
施設の保有状況を具体的に設定し，試算計画法を用いて営農計画を作成する実
務的なシステム。Webアプリケーションである営農指標作成システム FMIGSで
作成した営農指標データ（Excel）ファイルを読み込み，ウィザードに従い土地，
労働力，機械，施設について順次設定する。
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FSDBoutのデモ (その 1)：土地労働力の設定

図 17: 土地・労働力の設定画面

営農指標作成の際に設
定した技術体系別の作
付面積のうち，自作地面
積と，経営内の労働者
数，1日あたり労働可能
時間上限，1旬あたり労
働可能日数上限を設定．

→ 借地や雇用労働力導
入の必要性の有無を考
慮した営農計画の作成
が可能になる．
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FSDBoutのデモ (その 2)：農業機械に関する設定 (1/3)

農業技術体系データの作成にあたっては，主要な経営類型として組
合せが想定される技術体系間で使用する機械を統一している．

【例】水稲，小麦，大豆等の技術体系間，キャベツ，レタス，だいこ
ん等の技術体系間では，それぞれ使用するトラクタ，ロータリ等の汎
用機械を同一機種としている．

複数の技術体系を組合せた営農指標において，各技術体系で登録さ
れている汎用機械が同一性能・型式（機械 DB上同一の機械）であ
れば，重複して計上されることはない．

しかし，ユーザーが選択した技術体系によっては，同じ汎用機械で
も性能・型式等が異なる（機械DB上同一の機械でない）ものが，他
の技術体系に登録されている場合がある．この場合，これらの技術
体系を組み合わせた営農指標では，各技術体系に登録されている機
械の減価償却費が経費計上されることになる．現実の営農現場にお
いて，複数の類似機種を所有する必要がないと判断される場合には，
必要に応じて類似機種の代表機械による代替を行うことができる．
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FSDBoutのデモ (その 2)：農業機械に関する設定 (2/3)

図 18: 農業機械の設定画面。使用機械の絞込み

トラクタ (20ps) をトラ
クタ (30ps) で代用する
設定．

本システムでは，類似機
種の代表機械による作
業の代替を行う場合，代
用前の機械を使用して
作業を行う場合と同じ
作業能率で，代表機械に
より作業を行うことを
前提として計算．
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FSDBoutのデモ (その 2)：農業機械に関する設定 (3/3)

図 19: 農業機械の設定画面。機械台数の修正。

機械の必要台数は，各機
械の作業性能と旬別機
械作業時間上限値から
自動的に算出．
必要に応じて，台数を修
正する．

【例】償却済みの機
械であると設定する
場合，修正台数を 0
とする．

機械の利用年数を法定
耐用年数の何倍利用す
るかを設定して試算す
ることも可能．
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FSDBoutのデモ (その 3)：農業施設に関する設定

図 20: 農業施設の設定画面

機械と同様，設置数と利
用年数を変更して試算
可能．

→ 経営費のうちの多く
を占める機械・施設固定
費について，対象経営の
保有状況や経営判断等
に応じて簡易に設定し，
試算結果に反映するこ
とが可能になる．
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FSDBoutのデモ (その 4)：営農計画の作成例

図 21: 対象経営を想定して経営資源（土地、労働力、機械・施設）を反映した
営農計画を作成
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FSDBoutのデモ (その 5)：試算結果の出力

図 22: 試算結果は，収支，労働時間，農業機械一覧，資材一覧等，11のシート
からなる営農計画試算表（Excelブック）として出力．

佐藤 (農研機構) NARO 経営評価研究会 6 Nov 2019 53 / 61



チュートリアル

問題
本研究会サイト「配付資料」に FSDBoutへのリンクがあります。(→ リ
ンクは こちら)

1 FSDBoutホームページへアクセスしソフトウェアをインストールし
てください (希望者のみ)

2 FSDBoutを起動し基本操作 FSDBoutの起動～ 終了を確認してくだ
さい。

3 営農計画を作成してみましょう
自身で作成したデータファイル (FAPSCALC.xls)を用います。
経営資源のを考慮して試算を実行して試算結果を確認しましょう。
利用マニュアルを参考にしてください
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1 はじめに
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FAPS-DB利用ニーズ

FSDBシステムの機能
普及，行政：無数にある作目の組み合わせが容易。

教育機関：経営全体についての知識，意識の導入。簡易操作で経営
試算できる。

情報公開が容易。情報共有の促進。

スマート農業技術と FSDB

「技術 (先端技術，ICT,IoT,RT) x 使い方」について農作業の名称，
項目はデータ作成者が任意に設定できるため，ある程度柔軟に対応
できる。

→ スマート農業の細かな表現が可能。

農業技術体系データブック形式がスマート農業実証事業での提出
データのフォーマットに採用
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次のステップ

ホームページ，メーリングリストなど
FAPS-DBに関連するご質問，ご意見

1 ユーザ間で共有してもいいものは，農業技術体系データベース・シス
テム DB管理者用ML＜ faps-db@ml.affrc.go.jp＞ a へ。

2 独自 DBの利用希望について，MLで共有したくない情報は ＜
GijyutuTaikeiDB@ml.affrc.go.jp＞ へ。

FAPS-DB関連の情報提供
FAPS-DBのサイト ＜
https://ml-wiki.sys.affrc.go.jp/faps-db/start＞ に掲載。
適宜メーリングリスト ＜ faps-db@ml.affrc.go.jp＞ b を利用します。

『FAPS-DB 利用マニュアル』(佐藤ら, 2018)

DB管理者向け。より詳細な説明があり，今後さらに拡充する。

a本研究会の参加の方へ事前登録をお願いしたMLです。
bメーリングリストからの退会も自由です。退会は，https:

//ml-archive.sys.affrc.go.jp/mls/user/MlEntryApplyList?lang=ja か
らお願いします。退会すると本研究会サイトにはアクセスできなくなります。
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関連するその他の事項

表 1: FAPS-DBのその他の機能，関連するツール

名称 内容 資料，URL

作業ノウハウ体系化
ツール

CMS で農作業ノウハ
ウを管理する。農業技
術体系データベースと
連動稼働する。

農 匠 ナ ビ・プ ロ ジ ェ ク
ト「 概 要 と 成 果（IV） 」
http://www.agr.kyushu-u.

ac.jp/lab/keiei/NoshoNavi/

生産工程管理支援のた
めの農業経営ナビ・帳
票作成ツール

PMS(吉田ら, 2009)の
蓄積データから各種帳
票を作成。帳票のひと
つが技術体系データブ
ック。

農 研 機 構 研 究 成 果 情 報
https://www.naro.affrc.go.

jp/org/tarc/seika/jyouhou/

H22/keiei/H22keiei002.html

農業技術体系データ
ベース変換ツール

FIX-pms形式の営農実
績データから技術体系
データブックを作成。

吉田ら (2019)

その他
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